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第 143回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『Boys be ambitious 〜「新渡戸の夢」 〜』 

 

2022 年 12月 29日 筆者のプログを読まれた『「新渡戸の夢」映画製作委員』 

の並木秀夫氏から【北大博物館で撮った写真を添付いたします。 Boys Be ambitious の大

学としての解釈のようです。】(画像)、また、札幌農学校の一期生の子孫の大島正伸先生（金

沢大学教授）からは、【『われ 21世紀の新渡戸とならん』出版 20周年を迎えられるとのこ

と、おめでとうございます。 時間の早さを感じます。 2026 年の北大創基 150 年を前に、

北大では色々な準備がされている様ですが、最近になって大島正健の卒業証書が出てきたと

いう話を聞いた所です。 札幌農学校の歴史もとても興味深いです。】との心温まる励まし

の貴重なメールを頂いた。 2003 年 お茶の水の東京ガーデンパレスで、筆者の順天堂大学

教授就任を兼ねての「『われ 21 世紀の新渡戸とならん』出版記念シンポジウム」に、大島

正伸先生の今は亡きお父様が出席されたことが鮮明に蘇ってきた。 年末に、神奈川県海老

名市のお父様の家での会食に wifeと行ったことが、忘れ得ぬ想い出である。 

 

『われ 21世紀の新渡戸とならん』(イーグレープ)は、2003年に発行された。 2023年は『わ

れ 21世紀の新渡戸とならん』出版 20周年記念である。 筆者の幼い時、 強い印象を与えた

言葉は『ボーイズ・ビー・アンビシャス (boys be ambitious)』である。 札幌農学校を率

いたウィリアム・クラーク(1826-1886)が、「その地を去るに臨んで、馬上から学生に向か

って叫んだ言葉」と、札幌農学校の一期生大島正健のお孫様(大島正伸先生のお父様)から伺

ったものである。 クラーク精神が内村鑑三(1861-1930)、新渡戸稲造(1862-1933)、南原繁

(1889-1974)、矢内原忠雄(1893-1961)を生んだ。『人生の不連続の連続性』を実感する。 

 

2022 年 12月 29日 wifeが東久留米市の落合川の写真を撮ってくれた（画像）。鳥の姿に大

いに心が癒された。 2022年 12月 30日は、アメリカから来日されたご夫婦、wife と４人で、

東久留米駅前にあるインドの友人の「East Side Café(イーストサイドカフェ)」で昼食であ

る。 筆者は毎月「East Side Café」で、新渡戸稲造『武士道』(岩波文庫、矢内原忠雄訳)

と内村鑑三『代表的日本人』(岩波文庫、鈴木範久訳)を交互に読む読書会を行なっている。 
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